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である。   
近年，日本の社会は，地域の活性化や高齢者介護や子育て支援などの共通した課題に直面し  
ている。そして，地域のコミュニティーは市民生暗にとってどのような意味があるのかという  
議論が各地で巻き起こっ ている。その中で，市民参加の手法によってまちの活性化を進めよう  
とする動きが多く見られる。特に，行政と市民との協働で行うプロセスの共有化が求められて  
いて，そこに現れる多様な意思を媒介する組織的基盤としてNPOlの役割が注目されるという  
（jヒ爪真佐夫 2003：P178）。NPOに関連する主要な先行研究としては山岡義典ほか（編）『NPO  
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－．従来の「町内会・自治会」など地縁型組織の現状と課題   
まず，背景として従来の地縁組織のあり方と現状・課題から都市部の地域社会の生活実態を  
見てみよう。周知のように，日本の町内会の起源は古く律令時代の里制度，あるいは江戸時代  









懇親のために作った「自治会」が結成されている。   
町内会・自治会の団体数は50年代に復活した当時より数十倍まで増えてきたが，近年少しずつ  
でありながら，減る傾向が見られている。そして，（強制加入が既に無くなったので）全国的に  
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動が増えてきているのも事実であるという（守本友美 2005：Pll）。つまり，活動の市民化・住  
民化とでもいえる変化が出ている。   
今回の調査地である宮前区の福祉ボランティア団体にもそういった傾向が見えるのである。  
では，その中の中核的グループである「すずの会」の発足とボランティアたちの活動意識から  






























































題解決に挑むことも本人や地域にとってもっと有意義ではないかと思われる。   











え，連絡会を定期的に開催し，助け合いと情報交換を求めている。   
以上述べたように，ボランティア活動は利用軋 ボランティアたちの生活そのものの一つに  
なり新しい生きがいとなった上，福祉コミュニティーの再生にも繋がっているといえるだろう。  
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制度の改正と福祉施設の増加に応じて来年の3月に「タッチV」を発行する予定である。   
さらに，地域住民の自宅などを開放させ，身近な単位での場としてご近所サークル「ダイヤ  
モンドクラブ」（詳しくは「四」を参月削 を開催L，世代を超えた交流を育み，高齢期の生きが  
いと，子育ての安心に繋がる地域づくりを発展させている。そこで，地域の福祉ニーズを的確  







ボランティアでケアマネージャー の仕事もしている。今，「すずの会」のボランティアたちは専  
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主な活動内容  
①ミニデイサービス  
場所 老人いこいの家   回数  参加者  ボランティア  その他   合計   
平成8年1月～平成17年12月  203回  4327名   4554名   540名  9421名   
（む介護支援活動  
活動範囲 野川地区   スポットサービス  ガイドヘルプ  送迎   介護相談   
平成7年9月～平成16年3月   10412時間   11003時間   4284回   4554件   
③バスハイク  
参加人数 1474名  平成8年5月～平成17年10月  
④介護情報誌発行  
発行部数15000郎  『タッチ』宮前区版，Ⅲ，別冊，Ⅳ   平成11，13，14，16年発行  
（9地域ネットワーク（わたしの町のすこやか活動 野川セブン）  
（む特別養護老人ホーム内での喫茶  
⑦ダイヤモンドクラブ  
開催回数 71回  参加人数 617人  開催場所13箇所  平成16年6月、平成17年12月  
⑧地域ネットワーク作り・マップ作り  
検証地点 9箇所  開催回数15回  参加人数1仲 人  平成18年2月、平成18年11月  
（釘みんなDe体操  
開催場所5箇所  開催回数 毎週1回  参加人数 百人程度  平成16年6月～現在  
その他，学習会，研修会，協力事業の開催・参加などをした。  
メンバー構成：   
介護支援専門員   
看護師   
社会福祉士   
介護福祉士   
ヘルパー1級   
ヘルパー2級   











写真 洋裁 料理 編み物 手芸 音楽 運転 園芸  
大工 ケーキ作り 語学 パソコン 習字 傾聴など  
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プラザ），地域包括支援センター，宮前区役所高齢者支援課など   
その他の協力団体  
かぼちゃの会（男性料理教室）ゆずの会（身体障害者の会）四季の会（男性介護者の会）  
健康推進委員のヘルスメイト 運動推進委貞 宮前介護者の会 精神保健デイケア  
宮前ボランティア当事者連絡会 第1地区社協ボランティア委員会  
宮前すこやか連絡会  川崎市認知症ネットワーク  





































五．行政，町内会・自治会，商店街などとの連携・協働   
すずの会自身はこれからの課題として以下のような点があげられる。  
・如何に中年と青年の世代間後継者を育てていくのか。  
・バラエティー豊かな活動を求めることではなく，地域マップづくりによって，野川地区全   
体に助けを必要とする高齢者・障害者・子育て中の母親などをなるべく発掘すること。  
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・事業化の一般化。つまり個別の団体やり…ダーに頼らず，もっと世話焼きさんを発見・活   











おおよそ把握できている範囲  ■ ????????????
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この人たちが，ゴミステーション  







図1 ご近所サークル「ダイヤモンドクラブ」⑱  















図2 すずの会のネットワーク  
協力団体等：   
宮前第1地区社協  宮前区社会福祉協議会  民生委員・児童委員   
野川町内会  野川台自治会  野川西団地自治会   
野川南台団地自治会  梶ヶ谷・金山町会  地域包括支援センター  
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宮前区保健福祉センター  居宅介護支援事業所  介護サービス事業所  
宮前区薬剤師会  医師  歯科医師  
田園調布大学地域福祉科   
以上，すずの会の事例を取り上げたが，今後，「協働のシステムづくりにとって，市民・住民  
参加から連携・協働へと関係が深まれば，パートナーとしての自覚が双方に深化し，日常的な  
協力と連携の連鎖が生まれること（山岡義典 2001：P9）」が明らかになった。  
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?????
1．ミニディー・ サービスの介護活動  2．趣味を生かして  
3．世代間の交流  4．バスハイク  
6．表彰  5．野川セブン共同活動一元気度チェック  
－123－   
7．ご近所サークル「ダイヤモンドクラブ」  8．地域の発見につながるマップ作リ  
9．「ご近所の底力」NHK番組収録  10．チョコツトボランティア育成講座  
注：  
①‘NPO’は‘NonprofitOrganization’の略で，直訳すると「非営利組織」となるが，正確に   
は「民間非営利組織」とのことである。ボランティア団体とNPOの関係といえば，最広義の   
NPOという概念があって，（財団法人・社団法人・学校法人・消費生活協同組合・社会福祉法   
人などの規模の大きい特殊法人のほか），その中に狭義のNPOである市民活動団体があり，ま   
たその中に最狭義のNPOである「特定非営利活動法人」（NPO法人）のほか，ボランティア団   
体（自発的活動を行う団体）がある（岡本発一 2004：P9）。  
② ブリタニカ国際大百科事典を参照。  
③ NPO団体については，「平成14年民間非営利団体実態調査」は，17万7000事業所を母集団に   
実施しており，NPO法人の数は平成14年度まで6，596団体であったが，2004年3月31日現在1万   
6，160団体と急速増加していると示している。また全国社会福祉協議会全国ボランティア活動   
振興センター Fボランティア活動年報2000年』（2001年，63貫）によれば，全国のボランティ   
ア団体の数は2000年4月現在9万5，741，その団体に属するボランティアは675万8，381人にもなり，   
NPO法人の資格を有していないものが大半であることが明らかである。  
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④ 内閣府国民生活局「特定非営利活動法人の活動分野について」（2004年6月30口）によれば，   
その中心とする活動分野は「保健・医療・福祉」であり，法人数が9965で，が全体の57．19？。を   
占めている。NPO団体については，「平成14年民間非営利団体実態調査」によれば，17方7000   
事業所を母集団に実施しており，全国のボランティア団体の数は10万1，972団体に上回ってい   
る。NPOのうち，NPO法人の数は2004年3月3＝］硯在1万6，160団体と急速増加しているが，   
NPO法人の資格を有していないものが大半であることが明らかであるし、  
（萱）全国社会福祉協議会「全国ボランティア活動者実態調査報告書」2002年  
漸 地域ぐるみでの介護予防や寝たきり防止や閉じこもり防止活動を支援するために，平成12年   
からスタートした川崎市の活動支援事業である。  
豆）「三」に出たデータは「すずの会」に提供していただいた資料の一部に加筆したものであ   
る  
⑥ 地域の中で安心して自立した暮らしを続けるために，ボランティアが無償から低額報酬で   
できることを手伝わせていただくサービス。  
（亘〕知的障害や精神障害をもつ成人や高齢者など，意思能力が十分でなく自己の権利を十分．二   
守れない人のために，財産の管理・処分などにあたる後見人を定める制度．。  
⑲ ダイヤモンド・クラブの開催用件：一カ所のクラブは年間4回以上の集まりを行う；5名   
以上の参加者があること；参加者の中に一人暮らしの高齢者，要介護認定を受けている，最   
近引っ越してきて知り合いがいない，障害がある，介護中，子育てが大変など，気になる人   
が必ず一人以上入っていること；集いの場は個人宅，集会場などを利用し，ご近所単位で集   
まる；日頃の梯子を話したり趣味を始めるなど交流しながら緯やかなご近所の繋がりを結ぶ。   
その代わり，「すずの会」は市社協から得た補助金を活動費として各サークルに1回を3000円  
（回数は4回以上なら，年間で1万円）分配している。そして年1回以上「ダイヤモンド・ク   
ラブ」の仝サークルのイベント・交流会を催す。  
⑪ マップ作りで調査している項目：ミニデイ・サロン・体操グループ・趣味グループ・老人   
会など普段人の集まっている場所をマップで確認する；開催場所の常連，たまに来る人・来   
なくなった人・ちょっと気になる人の居場所を調べる；普段誰と誰が個人的に行き来してい   
るかなどのお付き合い情報を把揺する；ご近所同士の交流，連携；近くで「ダイヤモンド・   
クラブ」を開催してくれる候補；拠点を結ぶネットワークをつなぐ；他機関との連携の可能   
性を検討；個人情報を保護するなど。  
⑩ 地域包括支援センターは，地域で暮らす高齢者を介護，福祉，健康，医療などさまざまな   
面から総合的に支えるために設けられ，「高齢者が身近な地域で自立して生活できるように支   
援する」，「高齢者の権利を守るため，成年後見制度の紹介や消費者被害などに相応する」，  
「高齢者やその家族などの介護に関する悩みや問題に相応する」などのような仕事をしている〇   
今，宮前区内では特養老人ホームなど5カ所の施設に地域包括支授センターを設け，分担区   
域ごとに対応している。  
－125－   
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